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令
和
元
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例

会
は
、
12
月
５
日
に
開
会
し
、
12
月
17

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
。
議
会
初
日
に

は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案

の
大
綱
質
疑
、
ま
た
、
９
日
と
10
日
に

は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
11
日

か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
が
審
査
さ
れ
、
12
月
17
日
の
最

終
日
に
は
委
員
長
か
ら
の
報
告
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
な
ど
が
行
わ
れ
結
審
し
ま

し
た
。
な
お
、
行
政
報
告
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

総
務
部

■ 

総
務
課
関
係

　

令
和
元
年
度
職
員
採
用
試
験
に
つ
い

て
は
、
大
学
卒
業
程
度
一
般
行
政
、
建

築
士
及
び
土
木
技
師
の
職
員
採
用
試
験

第
２
次
試
験
合
格
者
を
９
月
20
日
付
け

で
告
示
。
10
月
20
日
に
高
校
卒
業
程
度

一
般
行
政
、
障
が
い
者
採
用
一
般
行
政
、

消
防
吏
員
の
第
１
次
試
験
を
実
施
し
、

11
月
２
日
に
は
、
同
試
験
の
第
２
次
試

験
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
11

月
５
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の
間
、
大

学
卒
業
程
度
一
般
行
政
、
建
築
士
及
び

土
木
技
師
の
職
員
採
用
試
験
（
後
期
）

の
募
集
を
行
い
、
令
和
２
年
１
月
12
日

に
採
用
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

10
月
12
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
接
近

し
た
、
台
風
19
号
の
接
近
に
伴
い
災
害

警
戒
部
を
設
置
し
、
自
主
避
難
所
を
４

か
所
開
設
し
ま
し
た
。
市
道
へ
の
倒
木

が
あ
っ
た
も
の
の
人
的
被
害
等
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
台
風
19
号
に

係
る
災
害
対
応
に
、
県
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
宮
城
県
角
田
市
へ
３
名
を
派
遣

し
ま
し
た
。

■ 

総
合
政
策
課
関
係

　

移
住
定
住
に
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
９
月
23
日
の
「
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ

ア
in
仙
台
」(

宮
城
県)

、
10
月
26
日
の

「
い
い
な
♪
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
移
住
・
交
流

フ
ェ
ア
」(

東
京
都)

、
10
月
27
日
「
Ａ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
東
京
」
な
ど
の
県
等

が
主
催
す
る
催
し
に
参
加
し
、
当
地
の

Ｐ
Ｒ
や
移
住
相
談
な
ど
に
あ
た
り
ま
し

た
。
11
月
２
日
、
第
８
回
あ
き
た
県
北

合
同
移
住
交
流
フ
ェ
ア(

東
京
都)

を
開

催
し
、
当
市
の
制
度
や
暮
ら
し
ぶ
り
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日

間
の
日
程
で
、
マ
タ
ギ
や
狩
猟
に
興
味

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
北
秋
田
の
豊
か

な
自
然
と
風
土
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ

く
、関
係
人
口
等
の
構
築
の
た
め
の「
マ

タ
ギ
イ
ズ
ム
の
継
承
ツ
ア
ー
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

若
者
定
住
対
策
と
し
て
、
９
月
21
日
、

本
年
度
２
回
目
と
な
る
出
会
い
創
出
イ

ベ
ン
ト
「
チ
ル
す
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」、
11
月

23
日
、
同
じ
く
第
３
回
目
と
な
る
「
佐

金
酒
夜
（
サ
キ
ン
ナ
イ
ト
）」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
12
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、
同
空
港
を
利
用
す
る
市

民
に
対
す
る
助
成
制
度
の
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

■ 

内
陸
線
再
生
支
援
室
関
係

　

秋
田
内
陸
線
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ

交
流
に
つ
い
て
は
、
９
月
20
日
に
「
秋

田
内
陸
線
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
」（
大
野
台
）、９
月
28
日
に
は「
第

22
回
あ
き
た
南
北
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
サ
ッ

カ
ー
交
流
大
会
」（
鷹
巣
）
が
開
催
さ
れ
、

沿
線
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
10
月

26
日
に
は
「
秋
田
内
陸
線
阿
仁
の
ご
っ

つ
お
ま
つ
り
」
が
阿
仁
庁
舎
前
駐
車
場

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
１
１
０
０
名
を

超
え
る
家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

財
務
部

■ 

財
政
課
関
係

　

令
和
元
年
８
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万

円
以
上
）は
27
件
で
、
契
約
額
８
億
１

４
３
０
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

税
務
課
関
係

　

10
月
21
日
か
ら
税
務
課
窓
口
を
１
階

に
移
動
し
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
部

■ 

生
活
課
関
係

　

10
月
20
日
に
秋
の
全
市
一
斉
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
を
開
催
し
、
４
０
６
９
名
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
、
20
日
、
26
日
、
27
日
の

計
４
日
間
、
古
着
、
古
布
と
水
銀
製
品

の
無
料
回
収
事
業
を
実
施
し
、
２
３
１

世
帯
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事
に
つ
い
て

は
、
10
月
末
の
進
捗
率
は
75
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
11
月
10
日
に
ゴ
ミ

処
理
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
啓

発
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
地
域
安
全
運
動
が
10
月
11
日
か

ら
20
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
は
、
10
月
24
日
に
第
３
回
審
査
委

員
会
を
開
催
し
、
１
団
体
が
採
択
と
な

り
、
本
年
度
の
採
択
は
５
団
体
と
な
り

ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

講
座
を
11
月
５
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

■ 

市
民
課
関
係

　

令
和
元
年
10
月
末
現
在
の
住
民
登
録

者
数
は
３
万
１
５
５
５
人
で
、
世
帯
数

は
１
万
４
０
３
６
世
帯
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
10
月

末
現
在
の
加
入
世
帯
数
は
４
６
５
５
世

帯
、
被
保
険
者
数
は
６
７
９
５
人
で
、

そ
の
内
、
前
期
高
齢
者
は
、
３
９
５
２

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
、
10
月
末

現
在
の
被
保
険
者
数
は
７
８
４
２
人
で
、

そ
の
内
、
若
年
障
害
者
認
定
数
は
２
１

２
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

健
康
福
祉
部

■ 

福
祉
課
関
係

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ
い

て
の
対
象
は
、
非
課
税
の
方
が
８
３
９

２
人
、
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主
が
４
４

２
人
で
、
11
月
19
日
現
在
の
販
売
額
は

４
０
９
４
万
４
千
円
、
販
売
進
捗
率
は

22
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
福
祉
関
係
で
は
、幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
の
実
施
に
伴
い
、
保
育

所
や
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
満
３

歳
以
上
児
の
す
べ
て
の
児
童
と
満
３
歳

未
満
児
の
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
保
育

料
が
無
料
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
１
日

時
点
で
北
秋
田
市
内
の
保
育
園
等
を
利

用
し
て
い
る
児
童
７
９
８
名
の
内
、
満

３
歳
以
上
児
全
員
（
４
６
８
名
）
と
、

満
３
歳
未
満
児
３
３
０
名
の
内
１
２
２

名
の
保
育
料
が
無
料
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
無
償
化
対
象
外
児
童
に
つ
い
て
も
、

市
独
自
助
成
及
び
県
と
の
共
同
事
業
に

よ
り
、
保
育
料
軽
減
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、新
た
に
費
用
負
担
が
始
ま
っ

た
満
３
歳
以
上
児
の
副
食
材
料
費
（
月

４
５
０
０
円
）
に
つ
い
て
は
、
４
６
８

名
の
内
１
７
９
名
は
無
料
、
１
９
３
名

は
２
分
の
１
助
成
、
96
名
は
４
分
の
１

助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■ 

高
齢
福
祉
課
関
係

　

敬
老
式
に
つ
い
て
は
、
９
月
５
日
か

ら
９
月
18
日
ま
で
対
象
者
７
７
２
３
人

の
う
ち
１
７
５
７
人
（
参
加
率
22
・

75
％
）
の
参
加
者
が
、
お
互
い
の
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　

福
祉
の
雪
事
業
に
つ
い
て
は
、
10
月

か
ら
申
請
受
付
と
事
業
者
の
登
録
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
10
月

末
現
在
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数

が
２
７
８
２
人
で
、
内
サ
ー
ビ
ス
受
給

者
が
２
３
３
２
人
、
認
定
者
に
対
す
る

受
給
率
は
83
・
83
％
で
し
た
。

■ 

医
療
健
康
課
関
係

　

健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
10
月

１
日
に
市
民
ウ
ォ
ー
ク
「
空
港
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、

９
月
13
日
に
「
心
の
絆
号
」
を
運
行
し
、

列
車
内
で
笑
い
ヨ
ガ
や
ギ
タ
ー
演
奏
に

よ
る
合
唱
な
ど
を
実
施
し
交
流
し
ま
し

た
。

　

食
育
推
進
事
業
と
し
て
、
11
月
９
日

に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
「
食
育

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

■ 

診
療
所
関
係

　

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
市
立
３
診
療

所
の
外
来
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
阿
仁

診
療
所
で
は
、
内
科
２
０
３
８
人
で
前

年
同
期
対
比
54
人
の
減
、
外
科
２
１
６

０
人
で
前
年
同
期
対
比
２
０
８
人
の
減
、

歯
科
７
７
０
人
で
前
年
同
期
対
比
34
人

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
合

川
診
療
所
で
は
１
８
２
８
人
で
、
前
年

同
期
対
比
１
５
９
人
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
次
に
、
米
内
沢
診
療
所
で
は
、

内
科
３
２
７
０
人
で
前
年
同
期
対
比
２

１
１
人
の
減
、
小
児
科
４
３
４
人
で
前

年
同
期
対
比
61
人
の
増
、
整
形
外
科
６

８
４
人
で
前
年
同
期
対
比
７
３
人
の
減
、

脳
血
管
外
科
１
３
４
人
で
前
年
同
期
対

比
11
人
の
減
、
心
臓
血
管
外
科
20
人
で

前
年
同
期
と
同
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

阿
仁
診
療
所
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
内
装
工
事
の
床
、
壁
等
の
仕
上

げ
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
10
月
末
の
進

捗
状
況
は
９
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

12 月定例会

行 政 報 告
クリーンリサイクルセンターで木のペンダン
ト・カスタネット作り

市民ウォーク「空港スカイウォーク」ではいい
汗をかきながら歩きました。

マタギイズムの継承ツアーで焚火

仙北市、大館市、市内のプレーヤーが内陸線に乗って
集い、大野台でグラウンド・ゴルフで交流しました。

心の健康づくり事業　心の絆号で秋田内陸線に乗車し、
笑いヨガなどで交流する参加者たち


